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EU 競争政策の最近の動向 

2025 年 9 月 26 日 15:00～17:00  

     講師：市川 芳治氏（東京大学法学部非常勤講師） 

 

１．「競争法の世界」の中の EU 競争法 

(1)競争法の世界標準 

・「反競争的合意規制」、「支配的地位企業の単独行動規制」、そして（これらの弊害が将来生じ得

る）「企業結合規制」の３つである。 

 

(2)似て非なる世界標準 

・米国 Google Shopping 事件で、2013 年 1 月 3日、FTCは、調査結果、Googleに違法は無いと

した(FTC File Number 111-01631)。 

・欧州 Google Shopping 事件で、2017 年 6 月 27日、欧州委は、TFEU 第 102 条違反したとして、

制裁金€2.42 B を課した。そして 2024 年 9月 10 日、欧州司法裁判所も Google の訴えを却下した

（C-48/22P2）。 

・要するに米国 FTC はGoogleの行為を「能率競争と法が奨励する競争プロセスの通例の副産物」

とし、欧州司法裁判所は「サービスの真価によらず、能率競争から逸脱した行為」とした。 

 

２．EU 競争法の基本 

(1)EU 競争法の特徴 

・EU の目的として域内市場創設があるが、域内市場創設につき競争法と他の領域の調整が必要で

ある（EU 憲法条約3（TEU）第 3 条） 

・域内市場の両輪として、「４つ（ヒト、モノ、サービス、資本）の自由移動」と「競争法」があ

る。（TEU 及び EU 機能条約4（TFEU）の付随書No27） 

 

(2)EU 競争法の基本 

①TFEU 第 101 条 

・競争を妨害、制限若しくは歪曲する目的又は効果を有する共同行為の禁止 

 

②TFEU 第 102 条 

・支配的地位濫用の禁止 

 
1  https://www.ftc.gov/system/files/documents/public_statements/295971/130103googlesearchstmtofcomm.pdf 
2 

https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289925&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first

&part=1&cid=24254304 

3 https://eur-lex.europa.eu/resource.html?uri=cellar:2bf140bf-a3f8-4ab2-b506-fd71826e6da6.0023.02/DOC_1&format=PDF 

4 https://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=CELEX:12012E/TXT:en:PDF 

https://www.ftc.gov/system/files/documents/public_statements/295971/130103googlesearchstmtofcomm.pdf
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289925&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=24254304
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289925&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=24254304
https://eur-lex.europa.eu/resource.html?uri=cellar:2bf140bf-a3f8-4ab2-b506-fd71826e6da6.0023.02/DOC_1&format=PDF
https://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=CELEX:12012E/TXT:en:PDF


（外国競争法研究会要点整理） 

 

2 

 

③企業結合規制（EU 理事会規則 139/2004 号5） 

・支配的地位の形成・強化の結果、共同体市場又はその実質部分における有効な競争を著しく阻害

する企業結合の禁止（同規則第 2条 3 項） 

 

③執行（EU 理事会規則１/2003 号6） 

・TFEU 第 101 条、第 102 条の適用手続（同規則第 1条） 

・欧州委と加盟国当局が並行して執行（同規則第 5 条） 

・調査権限（同規則第 17～22 条） 

・制裁金、履行強制金（同規則第 23～24 条） 

・現在、同規則そのものの見直しを行っている。 

 

(3)EU 競争法の特徴 

・支配的地位にある事業者には特別の責任がある。⇒市場の弊害よりも力の濫用に着目。 

・効果的競争（有効競争）を重視。⇒競争事業者や消費者の利益のみならず、市場構造そして競争

自体を保護。 

 

(4)競争政策の方向性 

・2024 年 9月公表の Draghi Report Part A7 ,Part B8：より積極的な産業政策を提言。イノベーショ

ンの抗弁を可能とするべきと提言。 

・Draghi Report から 1 年を経過して、欧州委は具体的な方策を検討開始した。 

 

 

３．最新の具体事案 

(１)TFEU 第 101 条関連事案 

①Mondelez事件（Case AT.406329） 

・2006～2020 年に米国製菓メーカーのモンデリーズは、域内市場での並行輸入妨害、販売先・販

売地域制限を行った。2024 年 5月 23 日、欧州委は 22件の TFEU 第 101 条違反行為、2件の

TFEU 第 102 条違反行為により、（調査協力による 15％減額後）€337.5Mの制裁金を課した。 

 
5 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32004R0139 

6 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32003R0001 

 

7 https://commission.europa.eu/document/download/97e481fd-2dc3-412d-be4c-

f152a8232961_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness%20_%20A%20competitiveness%20strategy%

20for%20Europe.pdf 
8 https://commission.europa.eu/document/download/ec1409c1-d4b4-4882-8bdd-

3519f86bbb92_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness_%20In-

depth%20analysis%20and%20recommendations_0.pdf 
9 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_24_2727 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32004R0139
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32003R0001
https://commission.europa.eu/document/download/97e481fd-2dc3-412d-be4c-f152a8232961_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness%20_%20A%20competitiveness%20strategy%20for%20Europe.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/97e481fd-2dc3-412d-be4c-f152a8232961_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness%20_%20A%20competitiveness%20strategy%20for%20Europe.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/97e481fd-2dc3-412d-be4c-f152a8232961_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness%20_%20A%20competitiveness%20strategy%20for%20Europe.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/ec1409c1-d4b4-4882-8bdd-3519f86bbb92_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness_%20In-depth%20analysis%20and%20recommendations_0.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/ec1409c1-d4b4-4882-8bdd-3519f86bbb92_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness_%20In-depth%20analysis%20and%20recommendations_0.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/ec1409c1-d4b4-4882-8bdd-3519f86bbb92_en?filename=The%20future%20of%20European%20competitiveness_%20In-depth%20analysis%20and%20recommendations_0.pdf
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_24_2727
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②自動車メーカーらの標準必須特許ライセンス交渉グループに関する Comfort Letter 事案10 

・欧州委は、自動車メーカーらによるライセンスグループ結成が、購買カルテル、不当な取引制限

には該当しないという 2025 年 7 月 9 日付確認書を出した。 

 

③港湾ターミナル事業者らが電動コンテナ荷役機器の共同調達と標準設定に関する Comfort Letter

事案11 

・欧州委は、港湾ターミナル事業者らがディーゼルではなく電動のコンテナ荷役機器を共同調達

し、作業標準設定を行うことが、CO₂削減という政策目標と合致するので適法という 2025 年 7月 9

日付確認書を出した。 

 

(２）TFEU102 条関連事案 

①Android Auto 事件（Case C-233/2312） 

・Enel X Italia Srl は、イタリアの EV用充電サービス提供事業者。同社は 2018 年 5 月、Android 

OSを搭載したモバイル端末のユーザーが Google Play からダウンロードできる JuicePassアプリを

リリースした。2018 年 9月、同社は Googleに対し、同社アプリと Android Auto の相互運用性を

確保する措置を講じるよう要請したが、Googleは拒否。2019 年 2月 12日、同社は、Android Auto

経由で JuicePassアプリを使用することを不当に拒否した Googleの行為は、TFEU 第 102 条違反に

当たるとして、イタリア競争局に提起した。 

・2021 年 4月 27日、イタリア競争当局は Googleの拒否は TFEU 第 102 条違反として€１M の制

裁金を課す。Google はイタリア行政裁判所に不服申立をするも却下されたので、最高行政裁判所に

上訴する。最高行政裁判所は、EU 司法裁判所に先決裁定を求める。 

・EU 司法裁判所は、不可欠施設ではないが消費者にとってより利便性が高い施設の拒否は、TFEU

第 102 条違反の可能性ありという先決裁定を行った。これは米国の Verizon v. Trinko 事件判決13

（重要インフラへのアクセス拒否は違法ではない）と異なる考え方である。 

 

②Google Adtech 事件（AT.4067014） 

・Googleは、(i) 2つの広告購入ツール「Google Ads」と「DV 360」、(ii) パブリッシャー広告サ

ーバー「DoubleClick For Publishers（DFP）」、(iii) 広告エクスチェンジ「AdX」を運営してる。同

社は、DFP が実行する広告選定プロセスにおいて、AdX を優遇する、又Google Ads と DV360 が

実施する入札について AdX を優遇するなど自己優遇を行った。 

 
10 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/mt/ip_25_1768 
11 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1769 
12 

https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=295687&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first

&part=1&cid=20906057 

13 https://supreme.justia.com/cases/federal/us/540/398/ 
14 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1992 2025 年 9 月 26 日現在、欧州委決定は未公表。 

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/mt/ip_25_1768
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1769
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=295687&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=20906057
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=295687&pageIndex=0&doclang=en&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=20906057
https://supreme.justia.com/cases/federal/us/540/398/
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1992
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・欧州委は Googleが AdTech 市場における競争を歪めたとして€2.95B の制裁金を課すとともに自

己優遇の停止、60 日以内の対応策提示を求めている。 

・欧州委は、対応策として構造的措置（事業売却）を示唆。 

 

(３)企業結合規制関連事案 

①Adobe/Figma 事件（M.1103315） 

・Adobeが Figma を約＄20B で買収する計画。 

・欧州委の審査が進む中、両社が計画中止を発表。よって欧州委の正式決定なし。 

 

②Amazon/iRobot 事件（M.1092016） 

・Amazonが iRobot を約€1.56B で買収する計画。 

・欧州委の審査が進む中、Amazonが取引放棄。よって欧州委の正式決定なし。 

・Amazonは DMA関連でゲートキーパーに指定されているので DMA第 6 条第５項によりランキ

ング等での優遇が禁止されている。欧州委は主要販売チャネル（Amazon）が主要供給者

（iRobot）を買収することの競争上のリスクを示した。 

 

③加盟国との重層構造 

・欧州委は企業結合規制（EU 理事会規則 139/2004 号）第 22 条により、加盟国は売上閾値を満た

さない企業結合を欧州委に付託できると解釈。欧州一般裁判所もこれを支持。 

・2024 年 9月 3 日、欧州司法裁判所は Illumina/Grail 事件(C-611/22P17)で上記解釈は誤りとし

て、欧州委決定、第 1審決定を破棄。 

・欧州委の Killer acquisition 対策に歯止めがかかる。 

 

４．地政学、デジタル経済のなかで 

(１)企業結合ガイドラインの見直し 

・2025 年 5月 8 日、欧州委は企業結合ガイドライン（水平合併ガイドライン18及び非水平合併ガイ

ドライン19）の見直しを発表20。 

 

(２)国家補助政策の状況 

 
15 https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/M.11033 

16 https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/M.10920 
17 

https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289718&pageIndex=0&doclang=EN&mode=lst&dir=&occ=firs

t&part=1&cid=23108903 
18 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52004XC0205(02) 
19 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52008XC1018(03) 
20 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1141 

https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/M.11033
https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/M.10920
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289718&pageIndex=0&doclang=EN&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=23108903
https://curia.europa.eu/juris/document/document.jsf?text=&docid=289718&pageIndex=0&doclang=EN&mode=lst&dir=&occ=first&part=1&cid=23108903
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52004XC0205(02)
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:52008XC1018(03)
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1141
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・TFEU 第 107 条が国家補助規制。同条２項は禁止とならない国家補助、同条３項は欧州委が容認

する国家補助を規定。 

・2025 年 6月 25日に Clean Industrial Deal State Aid Framework (CISAF)を発表21。 

 

(３)外国補助金規制（Foreign Subsidies Regulation22）： 

・2023 年 7月 12日から適用。 

①UAE の電気通信事業者 Emirates Telecommunications Group Company、PJSC(e&)が、チェコ事

業を除きオランダ電気通信事業者 PPF Telecom Group B.V.の単独支配権取得事案（FS.10001123） 

・欧州委は、e＆及びエミレーツ投資庁が、UAEから無制限保証、補助金等を得ていることを懸念

した。e&及びエミレーツ投資庁が受領する外国補助金は、単独支配権取得後の EU 域内における電

気通信事業の競争を歪める怖れがあるとした。 

・e&は、UAE からの無制限保証を放棄するとともに、EU 域内での PPF Telecom Group の事業活

動には e＆及びエミレーツ投資庁からの融資は原則として受けないこと、外国補助金規制関連の企

業結合届出制度の適用がない事案も欧州委に届出義務を負うという内容の問題解消措置（確約）を

提案し、2024 年 9 月 24日欧州委はこれを承認した。問題解消措置（確約）の有効期間は 10 年と

し、更に欧州委との合意により 5年間延長可とした。 

 

(４)海外直接投資規制（FDI Screening Regulation 2019/45224） 

・安全保障・公共秩序の観点から外国からの投資を事前審査。 

・安全保障・公共秩序は加盟国の専権故、一貫性確保が課題。欧州委は意見提出。 

 

(５)デジタル経済への対応 

①DMA（Regulation 2022/19525）の概要 

・2022 年 11 月 1日発効、2023 年 5月 2 日施行。全 54 条と付属書。 

・EU 競争法と補完関係にある。しかし DMA の担当当局は「通信ネットワーク・コンテンツ・技

術総局」及び「競争総局」の共管である。 

・ゲートキーパーの指定：（ア）過去 3 年の年間ＥＵ売上高€7,500M、（イ）過去 3 年の月間 active 

end-users:45M人以上、且つ年間 active business-users:10,000 人以上 

・ゲートキーパーの義務としてブラックリスト（DMA 第５条）とグレーリスト（DMA 第６条） 

 

 

 
21 https://competition-policy.ec.europa.eu/about/contribution-clean-just-and-competitive-transition/clean-industrial-deal-state-

aid-framework-cisaf_en 
22 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/HTML/?uri=CELEX:32022R2560 
23 https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/FS.100011 
24 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32019R0452 

25 https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/HTML/?uri=CELEX:32022R1925 

https://competition-policy.ec.europa.eu/about/contribution-clean-just-and-competitive-transition/clean-industrial-deal-state-aid-framework-cisaf_en
https://competition-policy.ec.europa.eu/about/contribution-clean-just-and-competitive-transition/clean-industrial-deal-state-aid-framework-cisaf_en
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/HTML/?uri=CELEX:32022R2560
https://competition-cases.ec.europa.eu/cases/FS.100011
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32019R0452
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/HTML/?uri=CELEX:32022R1925
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②DMAの具体事案26 

・2025 年 4月 23日、欧州委は Apple に DMA第 5 条第 4 項（アンチステアリング）違反があった

として€500Mの制裁金を、又 Metaに DMA 第 5条第 2 項(個人データ利用の同意要件)違反があっ

たとして、€200Mの制裁金を課した。 

・同日、欧州委は Metaの Facebook Marketplace が年間 active business-users:10,000 人以上の基

準に達しないと指定を取り消した。よって現時点では２３のコアプラットフォームサービス(CPS)

と７のゲートキーパー(GK)がある。 

 

CPS           GK      Alphabet Amazon Apple Booking ByteDance Meta Microsoft 

Intermediation Google Map 

Google Play 

Google 

Shopping 

Amazon  

Marketplace 

App Store Booking.com  Meta 

Marketplace 

 

Search Google Search       

Social Network     Tiktok Facebook 

Instagram 

Linkedin 

Video Sharing Youtube       

N-IICS      Whatsapp 

Messenger 

 

Operating Systems Google Android  iOS 

iPadOS 

   Windows  

PC OS 

Web browsers Chrome  Safari     

Virtual assistants ― ― ― ― ― ― ― 

Cloud Computing  ― ― ― ― ― ― ― 

ADS Google Amazon    Meta  

 

③DMAの見直し 

・2025 年 8月、欧州委が DMA第 53条に基づく見直し作業開始。 

 

④競争法との相互作用 

・評価はまちまちであるが、DMA は EU 競争法の間隙を埋めるものとして効果がある。 

・授権されている問題解消措置が異なる。 

 

(６)ブリュッセル効果？ 

・EU の規制や基準が、EU 域外の企業や政府に影響を与え、それらが EU の規制に沿った行動をと

るようになる現象を指す。 

・アニュ・ブラッドフォード (著)「ブリュッセル効果 EU の覇権戦略」参照。 

 

 
26 https://ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/document/print/en/ip_25_1085/IP_25_1085_EN.pdf 

 

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/document/print/en/ip_25_1085/IP_25_1085_EN.pdf
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(７)米国との衝突 

・EU 競争法担当のテレサ・リベラは、デジタル企業規制に関してトランプ大統領に立ち向かうと

発言した（2025 年 8 月 29 日付 Financial Times27）。 

 

５．今後の見通し 

・EU 競争法担当のテレサ・リベラは、産業政策推進と競争保護維持という二重の圧力に直面して

いる。改革の方向性が示されなければ企業の投資判断が遅れ、欧州経済の競争力が失われる可能性

があるという見方がある（2025 年 9月 13日付 Financial Times28）。 

                                          以上 

 
27 https://www.ft.com/content/010c5b1e-e900-4ec2-b22a-61300c70e531 
28 https://www.ft.com/content/9e51aecd-5d04-4cef-a7af-630ea83a9488 

https://www.ft.com/content/010c5b1e-e900-4ec2-b22a-61300c70e531
https://www.ft.com/content/9e51aecd-5d04-4cef-a7af-630ea83a9488

